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Ｋ
君
が
暮
ら
す
の
は
首
都
ハ
ノ
イ
か
ら
ほ
ど
近

い
ハ
ー
ナ
ム
省
ズ
イ
テ
ィ
エ
ン
県
Ｄ
社
（
以
下
、

村
と
呼
称
）。「
省
」、「
県
」、「
社
」
は
そ
れ
ぞ
れ

日
本
の
県
、
郡
、
村
に
相
当
す
る
。
同
省
の
面
積

は
八
五
九・
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
は

八
二
万
六
六
〇
〇
人
（
二
〇
〇
六
年
暫
定
値
）
で

ベ
ト
ナ
ム
北
部
紅
河
デ
ル
タ
に
位
置
す
る
。
同
デ

ル
タ
内
に
あ
る
二
中
央
直
轄
市
九
省
中
、
面
積
は

下
か
ら
二
番
目
、
人
口
は
最
も
少
な
い
。

　
Ｄ
村
は
ベ
ト
ナ
ム
の
北
部
と
南
部
を
つ
な
ぐ
国

道
一
Ａ
号
線
に
貫
か
れ
、
人
口
は
八
〇
〇
〇
人
に

満
た
な
い
。
一
Ａ
号
線
の
喧
騒
と
裏
腹
に
少
し
脇

に
そ
れ
る
と
田
園
が
広
が
る
。
そ
し
て
、亭（
デ
ィ

ン
）、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
仏
教
寺
院
が
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
を
保
ち
つ
つ
空
間
を
共
有
し
て
い
る
。

　

市
場
に
は
食
料
品
か
ら
衣
料
品
ま
で
な
ん
で
も

そ
ろ
う
。
目
に
付
い
た
食
品
の
価
格
を
交
渉
な
し

で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
一
キ
ロ
当
た
り
の
価
格
は
米

四
〇
〇
〇
ド
ン
、
も
ち
米
七
五
〇
〇
ド
ン
、
皮
厚

大
み
か
ん
六
〇
〇
〇
ド
ン
、
マ
ン
ゴ
ー
（
中
部
沿

海
地
方
ニ
ャ
チ
ャ
ン
産
）
一
万
二
〇
〇
〇
ド
ン
…

と
い
っ
た
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
隣
の
街
で
買
っ

た
皮
厚
大
み
か
ん
は
一
キ
ロ
八
〇
〇
〇
ド
ン
だ
っ

た
か
ら
、
こ
こ
の
方
が
物
価
は
安
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
訪
問
当
時
の
相
場
は
一
ド
ル
約

一
万
六
〇
〇
〇
ド
ン
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
末
に
出
会
っ
た
時
、
Ｋ
君

は
一
九
歳
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
一
八
歳
で
選
挙
権
が

付
与
さ
れ
、
二
一
歳
に
な
る
と
国
会
代
表
選
挙
、

人
民
評
議
会
代
表
（
ベ
ト
ナ
ム
の
地
方
議
会
）
選

挙
に
立
候
補
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
い
う
年
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頃
だ
っ
た
。

　

あ
る
調
査
で
各
家
庭
を
回
っ
て
い
た
の
だ
が
、

朝
一
番
に
訪
問
し
た
家
で
在
宅
の
男
性
（
Ｋ
君
の

父
親
）
に
話
を
う
か
が
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
Ｋ
君

が
入
っ
て
き
た
。
先
ほ
ど
小
道
脇
の
雑
貨
屋
前
に

立
っ
て
い
た
、
青
い
シ
ャ
ツ
と
半
ズ
ボ
ン
を
身
に

つ
け
た
青
年
が
Ｋ
君
だ
っ
た
の
だ
。
Ｋ
君
は
四
人

兄
弟
の
三
番
目
で
両
親
と
暮
ら
す
。
同
家
庭
は
貧

困
家
庭
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。
二
〇
〇
六
～

二
〇
一
〇
年
の
農
村
部
に
お
け
る
貧
困
ラ
イ
ン
は

一
人
当
た
り
月
収
二
〇
万
ド
ン
で
あ
る
。

　

そ
の
日
の
午
前
中
、
Ｋ
君
は
つ
い
て
き
て
く
れ

た
。
Ｋ
君
が
道
を
ゆ
く
と
、
皆
が
彼
の
名
前
を
呼

ぶ
。

　
Ｋ
君
と
共
に
訪
れ
た
二
〇
代
初
め
の
女
性
宅
で

は
ご
本
人
は
す
で
に
外
出
し
て
い
た
。
母
親
に
話

を
う
か
が
う
と
、
同
女
性
は
よ
く
病
気
に
な
る
と

い
う
。

　

二
つ
め
の
お
宅
で
は
ご
本
人
に
お
会
い
で
き
た
。

父
親
が
一
九
七
二
～
一
九
八
〇
年
に
ラ
オ
ス
の

ホ
ー
チ
ミ
ン
・
ル
ー
ト
で
軍
務
に
就
い
て
い
て
、

直
接
枯
葉
剤
に
被
災
し
た
。
三
〇
代
前
半
で
無
職
、

穏
や
か
な
男
性
は
父
親
を
源
と
し
て
枯
葉
剤
に
被

災
し
た
。
幼
い
子
ど
も
が
二
人
い
る
。
家
の
壁
に

は
キ
リ
ス
ト
像
が
形
作
ら
れ
て
い
た
。

　

三
つ
め
の
お
宅
で
話
を
う
か
が
っ
た
二
〇
代
前

半
の
女
性
は
牛
の
世
話
で
は
じ
め
家
を
空
け
て
い

た
が
、
少
し
待
つ
と
戻
っ
て
き
た
。
女
性
の
祖
父

は
何
も
で
き
な
い
と
言
っ
て
い
た
が
、
ほ
か
に
も

家
事
、
刺
繍
と
多
忙
だ
。
手
術
し
た
左
足
が
時
々

痛
む
と
い
う
。
帰
り
際
に
彼
女
製
作
の
刺
繍
を

国道１A号線。交通量が非常に多い

「何しに来たの？」子供は元気だ
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二
万
一
〇
〇
〇
ド
ン
で
購
入
し
た
。

　

最
後
の
訪
問
先
と
な
っ
た
お
宅
で
は
一
〇
代
後

半
の
女
性
が
ベ
ッ
ド
で
休
ん
で
い
た
。
母
親
と
祖

母
が
付
き
添
っ
て
い
る
。
母
親
が
農
業
で
生
活
を

支
え
て
い
る
と
い
う
。
父
親
は
事
情
が
あ
っ
て
別

の
村
で
暮
ら
す
。
一
部
屋
だ
け
の
平
屋
の
家
で
、

カ
バ
ー
の
と
れ
た
扇
風
機
が
回
り
続
け
て
い
た
。

　

各
家
庭
で
話
を
う
か
が
っ
て
い
る
間
、
Ｋ
君
は

椅
子
、
あ
る
い
は
ベ
ッ
ド
に
腰
掛
け
、
じ
っ
と
黙

し
て
い
た
。

　

二
日
後
、Ｋ
君
に
ま
た
小
道
で
出
会
っ
た
。「
お

父
さ
ん
は
？
」
と
聞
く
と
「
家
で
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て

い
る
」。
こ
の
日
も
午
前
中
の
調
査
に
Ｋ
君
は
同

行
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

は
じ
め
に
訪
ね
た
の
は
三
人
の
子
ど
も
が
い
る

若
い
夫
婦
の
お
宅
だ
っ
た
。
就
学
前
の
末
の
息
子

さ
ん
が
口
唇
裂
で
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
マ
イ

ル
」
の
手
術
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
父

親
が
ハ
ノ
イ
に
直
接
行
っ
て
、
手
続
を
し
て
き
た
。

交
通
費
が
支
給
さ
れ
、
手
術
は
無
料
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

　

二
番
目
に
訪
ね
た
お
宅
は
カ
ソ
リ
ッ
ク
教
会
堂

前
の
池
の
辺
に
あ
っ
た
。
内
的
障
害
を
抱
え
る

一
〇
代
の
少
女
は
治
療
の
た
め
一
〇
日
前
に
お
ば

の
い
る
ハ
ノ
イ
に
出
か
け
て
お
り
、
母
親
に
話
を

う
か
が
う
こ
と
に
な
っ
た
。
訪
問
後
す
ぐ
席
を
外

さ
れ
、
待
っ
て
い
る
と
温
か
い
白
湯
を
持
っ
て
き

て
下
さ
っ
た
。
父
親
は
農
業
に
従
事
し
な
が
ら
、

農
閑
期
に
中
国
国
境
沿
い
ラ
ン
ソ
ン
省
で
小
売
業

を
営
ん
で
い
る
。

　

三
番
目
に
訪
ね
た
お
宅
は
三
〇
代
前
半
の
女
性

籐細工作りに取り組んでいる女性（右端）。母親（中央）らと

市場近くを通りがかった老人

小道
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宅
で
あ
っ
た
。
ご
両
親
と
妹
の
四
人
で
暮
ら
し
て

い
る
が
、
二
カ
月
前
に
ハ
ノ
イ
に
。
同
女
性
は
生

来
手
足
に
障
害
を
持
ち
、
ま
た
、
心
臓
の
手
術
を

受
け
て
い
る
。
二
一
日
に
一
回
隣
省
ハ
ー
タ
イ
省

の
病
院
で
診
療
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

　
Ｋ
君
は
先
日
と
同
様
、
訪
問
先
の
椅
子
あ
る
い

は
ベ
ッ
ド
に
腰
掛
け
て
じ
っ
と
黙
し
て
い
た
。

　

昼
は
卵
の
生
産
・
売
買
を
生
業
と
し
て
い
る
民

家
（
三
番
目
に
訪
問
し
た
お
宅
の
親
類
宅
）
で
ご

ち
そ
う
に
な
っ
た
。
ご
夫
妻
と
お
じ
い
さ
ん
が
家

に
い
た
。
ご
夫
妻
は
大
皿
一
杯
に
盛
っ
た
「
ゆ
で

玉
子
」（
若
干
雛
に
成
長
し
か
か
っ
た
も
の
）
や

魚
料
理
な
ど
で
も
て
な
し
て
く
れ
た
。

　

食
後
少
し
休
み
を
と
り
、
Ｋ
君
の
家
の
側
ま
で

一
緒
に
行
っ
た
。

　

午
後
の
調
査
を
終
え
て
宿
に
戻
る
途
中
、
初
め

て
出
会
っ
た
小
道
の
脇
に
Ｋ
君
が
立
っ
て
い
た
。

改
め
て
御
礼
を
言
い
笑
顔
で
別
れ
た
。

　
　
　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、
調
査
で
中
部
北
方
地
域

に
位
置
す
る
タ
イ
ン
ホ
ア
省
に
向
か
っ
た
。
ハ
ノ

イ
か
ら
タ
イ
ン
ホ
ア
省
に
行
く
に
は
国
道
一
Ａ
号

線
を
用
い
る
。
行
き
は
車
を
借
り
た
の
で
前
年
の

調
査
時
に
お
世
話
に
な
っ
た
ハ
ー
ナ
ム
省
の
人
た

ち
に
少
し
だ
け
挨
拶
で
き
た
。
帰
路
は
通
り
が
か

り
の
バ
ス
を
拾
い
ハ
ノ
イ
へ
。
や
が
て
ハ
ー
ナ
ム

省
に
入
り
、
車
窓
か
ら
外
を
注
視
す
る
。　

　
Ｋ
君
の
暮
ら
す
村
を
バ
ス
は
通
り
す
ぎ
た
。

（
て
ら
も
と　

み
の
る
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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